
ないものは創る。お客様と響きあう製品づくり。

技術センター
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ないものは創る。それが私たちの使命。

T■O■N■Eは、「必要な要素」。
お客さまのニーズを満たします。

T■O■N■Eは、Todoroki-ONE。
轟製品が加わることでシステムが完成します。

お客さまの「必要」に応えるための製品開発を続けています。

研究開発サポート 生産管理サポート

■ 自動反応試験器

■ 自動反応試験システム

■ 定量滴下ポンプ・システム

■ 電磁誘導加熱装置

■ 小型反応装置

■ オートクレーブ装置

■ バイオマス液化反応装置

■ ポリエステル重縮合反応装置　など

■ 自動調液攪拌装置

■ 2液同時定量・混合供給装置

■ 4液比率供給装置

■ 移動型4口充填装置

■ ドラムウォーマー

■ リターン型MI計

■ スルー型MI計

■ 防爆型MI計　など

T・O・N・Eとは、“Todoroki Original Necessary Element”の略。「轟産業オリジナルの必要な要素」という意味です。

お客さまの課題例

●手作業で行っていた実験の自動化

●人間による不確かな読み取りから数値管理へ

●確実な再現性ある実験方法の確立

●膨大なサンプルの計測・繰り返しの検証

●より豊富な検証データの取得

●人員削減・コストダウン

提供開発製品

多目的自動反応装置
提供開発製品

液体計測システム・オンラインMI値（MFR値）計測

お客さまの課題例

●インラインでの正確で安定した液体供給

●高価な原料のムダのない供給

●素材特性にあわせた最適な調合・充填

●自動化しにくいステップの自動化

●硬化剤など最適タイミングでの注入

●オフラインでのMI計測のオンライン計測化

生産

お客さまニーズに
応える

研究 システム

● 効率化
● 安全確保
● 品質向上
● 環境配慮　etc.

● 自動化
● データ化
● 再現性　etc.

● 中央監視
● 統合管理
● 安定稼働　etc.

研究開発の分野では、開発の国際競争時代を迎えて、よりいっ

そうの自動化や効率化が求められています。いままで手作業で

丁寧に行っていたフラスコスケールの実験も、より素早く正確な

自動化・効率化が必要です。また、実験結果の的確な数値化・

データの保存・共有化も大きな課題。

轟産業技術センター　研究開発部の自動反応試験器は、膨大な

サンプルの計測とくり返しの検証で煩雑になりがちな、研究開

発環境の合理化・自動化を実現しています。

生産の現場では、より競争力ある商品提供を目指しての品質向

上や、生産の効率化、安定したライン管理などのニーズが高まっ

ています。轟産業技術センター　研究開発部では、特に対応の難

しい液体制御を中心とした各種生産設備を開発し、ご提案。

液体材料の調合・充填・比率供給などに活用いただいております。

また、樹脂製造の安定化に欠かせない樹脂粘度の計測を、オン

ラインで連続測定に対応します。樹脂粘度の変化を連続で管理

することが可能です。

実験データの詳細化・国際化に的確に対応します。 シビアなコスト管理に、最適な轟製品を提供。

轟産業技術センター  研究開発部は、

商社である轟産業が持つ設計・製作を行う技術部署の一つです。

その設立の意義は「ないものは創る」ということ。

商社として、お客さまが求める製品を見つけ出すという使命を持つ轟産業ですが、

必要なのに世の中にない製品があるのなら、それを創り出すことこそが、

私たちの使命であると考えています。

あるものは見つけ出す。ないものは創り出す。轟産業のポリシーです。

轟産業技術センター　研究開発部のモノづくりの根幹は、お客

さまのニーズ＝必要に沿った製品開発をするという

ことです。まさに当社製品はT-O-N-E = Todoroki Original 

Necessary Element、「轟産業オリジナルの必要な要素」

なのです。既存の研究開発が、シーズ志向で技術優先にな

りがちであるのに対して、私たち轟産業のモノづくりは、

まず必要ありき。お客さま最優先の開発スタンスです。

T-O-N-Eは、オリジナル製品であると同時にTodoroki-ONE、

つまり、「轟の、ある一つの部品」という意味でもあります。

轟製品が加わることで、いままで統合できなかった業務が全

体としてひとつのシステムとして構築できるなど、お客さま

のニーズの「欠けている部分」を埋める、「ひとつの部品」と

しても機能することを願っています。これも轟産業技術

センター　研究開発部の重要なスタンスです。











型式
ポンプ形式
原液粘度

吐出流量

吐出圧力
エア消費量
接続口径

残液量

接液材質
エア源接続
ポンプ昇降
ドラム缶着脱
本体重量

TED-20PEH TED-25PEH

3000mPa・s以下
10L/min（3000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
250NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT3/4B 雌ねじ

ドラム缶傾斜機構にて残液量300cc未満（清水）

アルミ合金、SUS 304、テフロン、パーフロゴム
3/8B×10m エアホースリール・カプラ（30PM）付き
エアシリンダ駆動　昇降ストローク900mm
足踏みペダル油圧式　昇降ストローク130mm
約110kg

5000mPa・s以下
12L/min（5000mPa・sの時）
60L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
350NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ

約115kg

■仕様 ■仕様

エア駆動ダイヤフラムポンプ

●オプションにて楽々洗浄筒を搭載できます。（約4L容量・循環洗浄式）
●オプション機器として、液面指示計・下限予告警報をご用意しています。

型式
ポンプ形式
最大秤量
原液粘度

吐出流量

吐出圧力
エア消費量
接続口径
残液量
接液材質
エア源接続
ポンプ昇降
ドラム缶着脱
バッテリー電源
電装機器保護
本体重量

TWD-20PEH TWD-25PEH

約170kg 約175kg

エア駆動ダイヤフラムポンプ
300kg　最小表示：50g　定量再現性：±200g
3000mPa・s以下
10L/min（3000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
250NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT3/4B 雌ねじ
ドラム缶傾斜機構にて残液量300cc未満（清水）
アルミ合金、SUS 304、テフロン、パーフロゴム
3/8B×10m エアホースリール・カプラ（30PM）付き
エアシリンダ駆動　昇降ストローク900mm
足踏みペダル油圧式　昇降ストローク130mm
DC12V 6.5Ah 10時間連続運転可能　予備バッテリー1個と充電器を付属
電装機器は50Pa以上のエアパージ加圧・インターロック（防爆認定製品ではありません）

5000mPa・s以下
12L/min（5000mPa・sの時）
60L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
350NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ

●オプションにて楽々洗浄筒を搭載できます。（約4L容量・循環洗浄式）
●オプション機器として、液面指示計・下限予告警報をご用意しています。








